
人口と世帯（平成 21年 5月 1日現在）　1,725 世帯　（-1）　男 2,624 人（-13）　女 2,766 人（-16）　計 5,390 人（-29）
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。   印

 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活
（
6P
～
7P
を
除
く
）

eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）5月 　6月

納期は 6月 1日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報
30 日（土）　月夜野病院

16 日（土）　利根中央病院
17 日（日）　沼田脳神経外科

さん星野　彩香
  ほしの　　　  あやか

18 歳
平成 2年 11 月 29 生まれ

（鎌田）

３．片品をどう思いますか
　離れたくない、大切な場所です。
　　又、どうしたいですか　
　今以上に多くの人が、片品に住み
　たい、住み続けたい、と思うよう
　な村にしていきたいです。

１．何処へお勤めですか 　
　（株）サンポウ大理石村
　　ロックハート城です。

２．趣味は何ですか　
　音楽鑑賞と買い物です。

４．村内のおすすめスポットは　
　片品中学校横の「ため池」、星がキレイに見えます☆

７．村民の方へメッセージをお願いします
　星野彩香です。私を見かけたら是非声かけてください！
　結婚の相談も待ってます！（笑）

５．好きな異性のタイプ　
　前向きで、人の為に熱くなれる人がスキです。
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亡
く
な
ら
れ
た
方
５
人

６．目標があれば教えてください　
　一人前のウェディングプランナー。周りの人を幸せにしたい。

06日（土）　沼田脳神経外科

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
３
人

窓   

口   

か   

ら

平
成
20
年
3
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
4
月
19
日

固 定 資 産 税 第 1 期

星
野　

な
つ　
　

97
歳　

下　

平

金
子　

孝
道　
　

87
歳　

須
賀
川

角
田　

よ
し　
　

93
歳　

須
賀
川

萩
原　

義
雄　
　

82
歳　

土　

出

星　
　

藤
雄　
　

94
歳　

東
小
川

14 日（日）　利根中央病院

7日（日）　国立沼田病院

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

午
前　

8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後　

12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

星
野　

秀
雄　

女　

彩
加　

鎌　

田

藤
井　

広
行　

女　

杏　
　

花　

咲

吉
野　
　

学　

男　

日
葵　

鎌　

田

あ
や
か

あ
ん
ず

お

め

で

た

お

く

や

み

23 日（土）　国立沼田病院
24 日（日）　沼田脳神経外科

５
／
22
〜　
　

鳩
待
峠
車
両
規
制

５
／
24　
　
　

摺
渕
橋
落
成
式

　

〃    　
　
　

花
の
駅
写
生
大
会
・
山
菜
と

　
　
　
　
　
　

ア
ス
パ
ラ
祭
り

５
／
29
〜　
　

坤
六
峠
開
通

５
／
30
〜　
　

白
根
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
運
転

６
／
６
〜　
　

武
尊
牧
場
夏
山
リ
フ
ト
運
転

命名

将来どんな人になってほしい
ですか

新緑の季節に生まれ、暗い所でも明る
く照らす月のように、優しい気持ちを
持つ子に育ってほしいので「葉月」と
名付けました。

元気にのびのびと健康に成長してほしいと思います。

（父）萩原　学  （母）光穂さん（戸倉）のお子さん

葉月ちゃん 平成 20年 5月 11 日生まれ

は ず き 

13 日（土）　内田病院

４
月
号
の
訂
正

村制施行120周年

自
動
車
税
は
６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　

ま
で
に
忘
れ
ず
に

①
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス 

　

ト
ア
で
も
納
税
で
き
ま
す
。

②
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

　

障
害
の
程
度
、
自
動
車
の
所
有
者

　

な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

　

る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
自
動

　

車
税
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

　

・
申
請
期
限　

６
月
１
日
（
月
）

③
問
い
合
わ
せ
先

利
根
沼
田
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
４
３
３
６

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
２
７
（
２
６
３
）
４
３
４
３

　

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
の
変
形
や
歪
み

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
か
ら
く
る
将

来
の
腰
痛
、
肩
こ
り
、
頭
痛
な
ど
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

＂
生
後
１
ヶ
月
間
は
注
意
し
て
、

左
右
交
互
に
寝
か
せ
て
み
ま
し
ょ

う
。＂ 

暮
�
�
�
知
恵
�

命名

将来どんな人になってほしい
ですか

いるだけで周りをほんわかと温かくす
るような子になって欲しいと願いを込
めて「なごみ」と名づけました。

一生懸命取りくめるような大好きなこ
とを見つけて欲しい。そして思いやりのある人になって欲しいです。
厳しい世の中だけど、明るく元気に育ってね！以上です。よろしく
お願いいたします。

（父）西尾　良方  （母）恵美さん（鎌田）のお子さん

菜香美ちゃん 平成 20年 3月 10 日生まれ

な　ご　み 

31 日（日）　利根中央病院

は
る
き

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
の
形

今月の
納期は

　
　
　
　
（
誤
）　

片
品
中
学
校　

養
護
教
諭　

真
舟　

由
美
子

　
　
　
　
（
正
）　

片
品
中
学
校　

養
護
教
諭　

真
船　

由
美
子

　

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。上 下 水 道 料 第 1 期

軽 自 動 車 税



02 

ニュース 

広 報 か た し な        H21 . 05

ニュース 

03 広 報 か た し な        H21 .05

国
道
１
２
０
号
・
ク
リ
ー
ン
作
戦

椎坂峠での清掃の様子

林
聖
子
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た

金 

精 

道 

路 

開 

通

　

４
月
24
日
（
金
）、
国
道
１
２
０

号
菅
沼
登
山
口
に
お
い
て
、
金
精
道

　

４
月
20
日
（
月
）
片
品
村
内
の
ス

キ
ー
場
社
員
と
民
宿
旅
館
組
合
員
が

国
道
１
２
０
号
線
沿
い
の
清
掃
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
作
業
は
ス
キ
ー
シ
ズ
ン

中
、
道
路
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な

ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
こ
れ
か
ら
片
品

村
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
き

れ
い
な
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
13
年
前
か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
て

村
内
７
つ
の
ス
キ
ー
場
と
民
宿
旅
館
組
合
が
国
道
１
２
０
号
線
沿
い
を
清
掃

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
各
ス
キ
ー
場
や
民
宿
旅

館
組
合
か
ら
総
勢
30
名
が
、
椎
坂
峠

に
集
合
し
、
国
道
１
２
０
号
線
を
片

品
方
面
と
沼
田
方
面
に
分
か
れ
道
路

沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
空
き
缶
・

空
き
瓶
26
袋
と
燃
え
る
ゴ
ミ
56
袋
を

拾
い
ま
し
た
。
収
集
し
た
ゴ
ミ
の
総

重
量
は
６
１
０
㎏
で
し
た
。

尾
瀬
が
平
成
百
景
に
選
ば
れ
ま
し
た

　

読
売
新
聞
創
刊
１
３
５
周
年
を
記

念
し
て
、
読
者
が
選
ぶ
新
時
代
の
景

観
「
平
成
百
景
」
に
尾
瀬
が
第
10
位

で
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

投
票
総
数
は

64
万
票
を
超
え
、

上
位
30
位
ま
で

は
、
投
票
数
で
、

他
の
70
景
は
選

考
委
員
会
を
開

き
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
位
に
輝
い

た
の
は
「
富
士

山
」  

。
近
い
所

観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た

　

４
月
26
日
に
照
姫
ま
つ
り
（
練
馬

区
）、４
月
29
日
に
は
苗
木
市
（
蕨
市
）

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
祭
り

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
特練馬照姫まつりの様子

で
は
14
位
秩
父
夜
祭
、
25
位
の
日
光

の
社
寺
・
杉
並
木
。
県
内
で
は
草
津

温
泉
が
百
景
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

至
仏
山
か
ら
見
た
尾
瀬
ヶ
原

戸
倉
地
区
整
備
事
業
が
完
了

　

戸
倉
地
区
で
は
昭
和
57
年
か
ら
戸

倉
ダ
ム
建
設
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に

よ
り
各
利
水
者
の
水
需
要
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
平
成
15
年
12
月
に
ダ
ム

建
設
事
業
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
ム
中
止
に
伴
い
「
戸
倉
ダ
ム
中

止
に
係
る
基
金
事
業
の
今
後
の
あ
り

方
委
員
会
」
の
提
言
を
い
た
だ
き
、

国
の
補
助
と
利
根
川
・
荒
川
水
源
地

対
策
基
金
の
負
担
を
受
け
「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
と
し
て
平
成
16

年
度
か
ら
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
尾
瀬
ぷ
ら
り
館
を
始

め
13
の
施
設
整
備
を
行
い
、
５
年
の

歳
月
と
15
億
４
千
４
百
万
円
に
お
よ

ぶ
事
業
費
を
投
入
し
て
、
こ
の
た
び

完
成
し
、
４
月
22
日
に
戸
倉
地
区
整

備
事
業
の
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
式
典
に
は
国
や
県
、
地

元
関
係
者
ら
２
５
０
人
が
出
席
し
新

し
い
交
流
拠
点
の
誕
生
を
祝
い
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
林
聖

子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
日

頃
、
国
道
・
国
税
・
登
記
な
ど
国
の

業
務
、
地
方
公
共
団
体
が
国
か
ら
委

任
や
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
国

民
年
金
や
生
活
保
護
な
ど
の
業
務
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
な
ど
の
相
談

を
受
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
等
の
問
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎（
５
８
）
２
１
１
１

路
の
開
通
式
が
大
勢
の
来
賓
を
迎
え

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
に
演
奏
し
た

尾
瀬
太
鼓
の
響
き
の
中
、
開
通
を
待

ち
わ
び
て
い
た
観
光
客
は
金
精
峠
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
一
番
乗
り
は
越
本
の
入
沢

潔
さ
ん
。
通
算
25
回
目
の
一
番
乗
り

で
、
愛
車
の
ド
ア
に
は
自
作
の
記
念

ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

金
精
道
路
の
年
間
開
通
に
つ
い
て

は
昨
年
春
、
千
明
村
長
が
日
光
市
役

所
を
訪
問
し
斎
藤
市
長
と
話
し
合
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
開
通
式

後
、
千
明
村
長
は
日
光
市
長
と
湯
元

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
会
食
し
、
６
月
５

日
（
金
）
の
武
尊
山
山
開
き
に
招
待

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
流
な
ど
を
通
し
て
両
市

村
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

左から日光市長・入沢潔さん・千明村長

想い出橋の前でテープカット

土地提供者代表に感謝状贈呈

十二ノ森公園テニスコート

ふりむき橋

産
品
の
販
売
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
片
品
村
の
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

交
流
居
住
田
舎
暮
ら
し
ガ
イ
ド

　

総
務
省
に
よ
る
都
会
と
田
舎
を
行

き
来
す
る
「
交
流
居
住
」
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
は
、
全
国
５
２
８
の
参

加
自
治
体
自
身
に
よ
る
地
域
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
治
体
ペ
ー
ジ
は
、
基
本
的

な
地
域
情
報
・
交
流
居
住
情
報
・
そ

の
他
の
情
報
か
ら
な
っ
て
い
て
季
節

の
情
報
を
そ
の
ま
ま
閲
覧
者
に
提
供

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

片
品
村
へ
の
週
間
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ

ン
グ
は
、
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、

５
月
７
日
現
在
で
は
全
国
７
位
で
し

た
。

　

片
品
村
の
ペ
ー
ジ
へ
は

　
　
「
交
流
居
住　

片
品
村
」↓
検
索

蕨
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ワ
ラ
ビ
ー
」
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広 報 か た し な        H21 . 05

料理・方言

05 広 報 か た し な        H21 .05

第
２
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
の
お
知
ら
せ
並
び
に
協
力
の
御
願
い

　

昨
年
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
誕
生
一

周
年
を
記
念
し
て
、
第
１
回
尾
瀬
文

学
賞
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
方

面
か
ら
応
募
い
た
だ
き
、
俳
句
を
通

し
て
尾
瀬
を
は
じ
め
片
品
村
の
豊
か

な
自
然
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

片
品
村
は
、
尾
瀬
や
菅
沼
丸
沼
、

武
尊
山
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
美
し

い
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
叫
ば

れ
る
昨
今
、
尾
瀬
を
は
じ
め
と
し
た

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
活
か
し
な

が
ら
人
々
の
営
み
を
後
世
に
残
し
て

い
く
と
と
も
に
、
自
然
と
共
生
し
な

が
ら
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
村
民
を
あ
げ
て
、
尾
瀬

文
学
賞
「
俳
句
大
会
」
を
盛
り
上
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
群
馬
県
民
や
全
国
に
、
そ

の
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
取
り
組
み

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
、
個
人

事
業
者
、
団
体
、
個
人
等
幅
広
い
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
得
て
、
尾
瀬
文

学
賞
「
俳
句
大
会
」
実
行
委
員
会
を

設
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。
多
く
の
皆
様
方

に
参
画
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
御
願
い

い
た
し
ま
す
。

尚
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
４
４

　

記
○
俳
句
募
集
要
項
（
抜
粋
）

・
応
募
規
定　

　

四
季
を
通
し
た
尾
瀬
や
、
片
品
村

の
自
然
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、
未

発
表
作
品

・
部　

門

　

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

・
投
句
料　

　

２
句
１
組
に
つ
き
千
円
（
た
だ
し
、

　

小
・
中
学
生
は
無
料
）

・
投
句
締
切　

　

平
成
21
年
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

・
賞　

　

特
選
・
特
別
賞
・
優
秀
賞
・
入
選

○
表
彰
式
並
び
に
記
念
公
演

・
期　

日　

　

平
成
21
年
11
月
８
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜

・
場　

所　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

・
記
念
公
演　

　

オ
カ
リ
ナ
奏
者
「
宗
次
郎 

氏
」

・
そ
の
他　

　

会
場
に
て
片
品
の
特
産
品
等
の
販

売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、

実
行
委
員
会
専
門
部
会
に
て
検
討
い

た
し
ま
す
。

○
実
行
委
員
会
へ
の
協
賛

　
（
随
時
受
付
）

・
協
賛
金　
　

１
口　

１
万
円

昨
年
一
般
の
部　

最
優
秀
賞

　
　
　
　
　

沼
田
市　

吉
野
香
風
子

　
「
木
魂
し
て

　
　
　

尾
瀬
の
真
清
水
響
き
合
ふ
」

モーニングスープ 作成者　　越本　林　日出子　さん

材料

○１コ分の栄養価　ｴﾈﾙｷﾞｰ　:　142Kcal　　蛋白質：6.6ｇ　　脂質：8.3ｇ　　カルシウム：136ｍｇ　　塩分：1.3ｇ

作り方

◇牛乳の効能

～野菜たっぷり簡単朝食メニュー～

・良質の動物性たんぱく質、各種のビタミン、ミネラル類など健康に必要な栄養素がバランスよく含まれています。
・豊富なカルシウムが骨の病気やイライラ不眠症を解消します。

（4人分）

そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー

片  

品  

�  

方  

言�

⑭�

ぶ
ち
ゃ
る
・
う
ち
ゃ
る

　
「
そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー
」
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
須
賀
川
ん
て
ー
（
人
達
）
は
い
い
や
、
国
道
沿
い
だ
か
ら
夜
も
明
る
く
っ
て
」

　
「『
そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー
』夜
は
く
れ
ー（
暗
い
）方
が
い
い
や
ね
」こ
れ
は
あ
る
会
話
で
す
。

　
「
そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー
」
は
、
相
手
の
言
葉
を
否
定
す
る
否
定
語
な
の
で
す
。
同
じ
よ
う

に
「
勤
め
人
は
い
い
や
、月
々
収
入
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
」
に
対
し
て
は
「
そ
ん
な
づ
ら
ー

ね
ー
・
な
か
な
か
大
変
さ
ー
ね
」
と
な
り
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー
」の
語
源
は「
そ
ん
な
」は「
そ
の
よ
う
な
」で「
づ
ら
ー
ね
ー
」の「
づ

ら
ー
」は「
連（
つ
ら
）」の
転
訛
し
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
連
」は
、連
な
る
こ
と
、

並
ん
で
い
る
こ
と
、
同
列
、
同
類
な
ど
の
意
で
す
。（
大
辞
林
）
そ
れ
を

　
「
ね
ー
」
で
否
定
し
て
い
る
の
で
す
。「
ね
ー
」
は
「
無
い
」
の
転
訛
で
す
。

　

会
話
を
纏
め
る
と
「
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
程
良
く
な
い
で
す
よ
。」
と
否
定
し
て

い
る
の
で
す
。

　
「
そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー
」
は
片
品
言
葉
の
う
ち
で
も
特
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
ら
し
く
、

時
々
余
所
の
人
達
に
真
似
さ
れ
る
こ
と
が
有
り
ま
す
。「
そ
ん
な
づ
ら
ー
ね
ー
」
と
。

　
「
ぶ
ち
ゃ
る
・
う
ち
ゃ
る
」
と
も
に
「
捨
て
て
し
ま
う
」
こ
と
で
、
単
に
「
捨
て
る
」
事

で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
語
気
を
強
く
言
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
も
の
必
要
ね
ぇ
か
ら
『
ぶ
ち
ゃ
る
』
べ
ー
」
と
か
「
使
わ
な
い
物
で
も
中
々
『
う

ち
ゃ
る
』
こ
と
が
で
き
な
く
っ
て
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。

　

整
理
、
整
頓
は
心
掛
け
て
い
て
も
、
つ
い
つ
い
必
要
の
な
い
物
を
取
っ
て
お
く
。
考
え

て
み
れ
ば
衣
類
、
道
具
、
身
の
回
り
の
品
々
、
何
年
も
使
っ
て
い
な
い
物
ば
か
り
。
整
理

整
頓
の
秘
訣
は
上
手
に
捨
て
る
こ
と
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
。

　
「
ぶ
ち
ゃ
る
、
う
ち
ゃ
る
」
の
語
源
は
と
も
に
「
打
ち
遣
る
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ぶ
ち
」は「
打
ち
」で
す
。
片
品
で
は「
打
ち
」を「
ぶ
ち
」と
言
う
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

「
遣
る
」
は
「
物
や
人
を
遠
く
へ
移
動
す
る
こ
と
で
す
。」

　
「
ぶ
ち
ゃ
る
・
う
ち
ゃ
る
」
い
ず
れ
も
独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

・具だくさんで野菜がたくさんとれるスープです。
◇ワンポイント

料 理 紹 介 コ ー ナ ー

キャベツ・・・・

水・・・・・・・

玉ねぎ・・・・・・

コンソメ・・・・

人参・・・・・・・

牛乳・・・・・・

しめじ・・・・・・

塩・・・・・・・・

いんげん・・・・・　　

こしょう・・・・・・

ウインナー・・・・・

１２０ｇ

４００㏄

８０ｇ

小さじ２

４０ｇ

４００㏄

８０ｇ

少々

４０ｇ

少々

４本

①キャベツはざく切り、玉ねぎは薄切り、人参はせん切り、しめじは石づきを取っ

　てほぐす。いんげんとウインナーはななめ切りにする。

②鍋に水と野菜、ウインナー、

　コンソメを入れて材料がやわ

　らかくなるまで煮る。

③仕上げに牛乳を加え、ひと煮

　立ちしたら火を止めて塩、こ

　しょうで味をととのえる。

料理：わがやの自慢料理集より（群馬県食生活改善推進員連絡協議会協力）

　

平
成
19
年
８
月
に
尾
瀬
が
単
独
の

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
初
と

な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
の
発
売
当
日
に
は
、
報

告
と
お
礼
に
郵
便
局
関
東
支
社
営
業

本
部
長
、
地
元
郵
便
局
長
が
役
場
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

切
手
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
尾
瀬
の
四

季
や
高
山
植
物
の
写
真
を
中
心
に

「
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
や
む
ら
づ

く
り
観
光
課
で
保
存
し
て
い
る
写
真

を
元
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

尾
瀬
国
立
公
園
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が

限
定
発
売
さ
れ
ま
し
た

昨年の受賞者と関係者のみなさん

左から石原部長、千明村長、千明局長

80 円切手シート 50 円切手シート

　

種
類
は
50
円
切
手
10
枚

入
９
０
０
円
が
１
１
０
０

部
、
80
円
切
手
10
枚
入
１

２
０
０
円
が
３
１
０
０
部

で
す
。
県
内
３
０
２
の
郵

便
局
で
販
売
し
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
購
入
で
き
る

そ
う
で
す
。

　

作
成
に
関
わ
っ
て
き
た

尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局
の
千

明
局
長
は
「
尾
瀬
が
始
ま

る
時
期
に
発
売
で
き
て
良

か
っ
た
。
来
年
か
ら
も
継

続
し
て
作
成
で
き
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。
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平
成
10
年
10
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来　

　
　

１
７
４
万
人
の
方
々
に
利
用
さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
親
し
ま
れ
支
え
ら
れ
て
10
年

①　

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
整
備

　
　

し
て
い
る
観
光
農
業
の
推
進

　
　

施
設
と
し
て
、
農
産
物
の
販

　
　

売
や
地
域
の
情
報
発
信
基
地

　
　

な
ど
、
今
後
の
都
市
交
流
の

　
　

拠
点
と
な
る
施
設
づ
く
り

②　

武
尊
地
区
の
他
施
設
の
有
効

　
　

活
用
と
連
携
、
更
に
村
内
を

　
　

周
遊
す
る
拠
点
施
設
と
し
て

　
　

利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
誘
客

　
　

力
の
向
上
、
地
場
農
産
物
な

　
　

ど
の
消
費  

・
販
路
の
拡
大
、

　
　

地
域
就
業
機
会
の
提
供
な
ど
、  

　
　

村
全
体
の
活
性
化
と
地
域
振

　
　

興
に
寄
与
す
る
施
設
づ
く
り

③　

村
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場

　
　

と
な
る
施
設
づ
く
り

　

村
・
第
３
区
・
農
協
が
出
資
す

る
法
人
（
片
品
村
振
興
公
社
）
を

設
立
し
、
村
が
委
託
（
協
定
）
し

て
い
ま
す
。
建
物
・
温
泉
・
備
品

な
ど
、
す
べ
て
村
の
財
産
で
、
売

上
は
、
村
の
収
入
と
な
り
ま
す
。

公
社
は
、「
売
上
の
０
・
１
％
の
金

額
」
と
「
運
営
に
必
要
な
経
費
」

を
花
の
駅
の
売
上
か
ら
い
た
だ
き

運
営
し
て
い
ま
す
。

◆
自
宅
の
風
呂
は
業
務
用
で
大
き
く

不
経
済
の
た
め
、
花
の
駅
の
パ
ス
ポ

ー
ト
を
利
用
し
入
浴
し
て
い
ま
す
。

戸
倉
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
通
っ
て
い

ま
す
が
、
気
晴
ら
し
に
な
る
ば
か
り

か
経
済
的
に
も
良
い
で
す
。
村
の
施

設
な
の
で
利
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い

な
い
。
体
調
も
良
く
な
り
医
者
通
い

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
戸
倉
・
萩
原
利
明
・
紀
子
夫
妻
）

◆
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
た
風
呂
や
館

内
。
使
い
勝
手
も
良
く
、
シ
ャ
ン
プ
ー

や
リ
ン
ス
な
ど
、
至
れ
り
尽
く
せ
り

で
、
そ
の
上
料
金
も
格
安
で
喜
ん
で

い
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
ま

す
。（
土
出
・
星
野
須
美
子
）

◆
畑
で
作
っ
た
も
の
が
直
売
所
で
売

れ
、
お
小
遣
い
に
な
り
励
み
に
な
る
。

ま
た
、
訪
問
客
が
来
た
と
き
、
お
風

呂
や
食
事
で
接
待
が
で
き
、
と
て
も

便
利
で
嬉
し
い
。
明
る
く
、
元
気
が

あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
場
所
が
出
来
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
花
咲
・
石
塚
と
し
え
）

◆
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
来
る
の
で

人
慣
れ
で
き
人
見
知
り
も
克
服
で
き

ま
し
た
。
敬
語
も
覚
え
ら
れ
、
良
い

社
会
勉
強
で
き
る
場
所
が
近
く
に
あ

り
良
か
っ
た
で
す
。
食
事
を
出
し
て

お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
。（
花
咲
・
高
校
生
ア
ル
バ

イ
ト
星
野
空
美
）

◆
住
民
皆
が
努
力
し
て
花
咲
に
大
き

な
目
玉
の
施
設
が
完
成
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
。
今
後
も
地
域
住
民
が
協
力

し
て
継
続
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
。（
初
代
花
咲
お
ら
あ
の
村
づ
く
り

会
長
・
星
野
堅
司
）

◆
花
咲
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
な
の
で

地
域
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
更
に
発

展
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
花
咲
お
ら
あ
の
村
づ
く
り
会
長  

・

戸
丸
長
志
）

◆
地
域
発
展
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た

花
駅
は
、
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
施
設
で

す
。地
元
の
娘
さ
ん
も
、
に
こ
や
か
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。花
駅
を
は
じ
め
花

咲
一
同
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（
花
咲
・
戸
丸
好
夫
）

◆
広
く
て
大
き
い
温
泉
が
大
好
き
で

す
。近
く
に
花
駅
が
あ
っ
て
う
れ
し
い
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
楽
し
み
で
す
。
ぼ
く
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
み
ん
な
大
好
き
だ
よ
。

（
南
小
４
年
・
宮
田
英
征
）

◆
自
然
の
ふ
る
さ
と
片
品
、
武
尊
高

原
花
咲
に
都
市
と
農
村
を
結
ぶ
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
な
れ
ば
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
大
繁
盛
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
で
も
子
供
か
ら
お

年
寄
り
た
ち
が
憩
い
の
場
所
に
な
り
、

大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
末
永
く
賑
わ
う
こ
と
、
ご
期
待
し

て
お
り
ま
す
。（
花
咲
・
高
山
国
利
）

◆
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
大

事
な
食
に
関
す
る
花
の
駅
で
働
け
る

こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

食
事
が
美
味
し
い
と
ほ
め
ら
れ
る
と

う
れ
し
く
も
あ
り
、
頑
張
れ
る
力
に

な
り
ま
す
。（
従
業
員
・
掛
川
菊
江
）

　 　

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
建
設

費
総
額
は
約
８
億
７
千
万
円
で
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
国
な
ど
の
補
助
金
が

全
体
の
約
半
分
を
占
め
る
４
億
円
強

で
最
も
多
く
、
起
債
が
約
３
億
５
千

万
円
、
村
は
約
１
億
円
で
し
た
。
た

だ
し
、
起
債
に
対
し
国
か
ら
の
交
付

税
措
置
が
あ
る
た
め
村
の
単
独
費
と

合
わ
せ
ま
す
と
、
村
の
実
質
的
な
負

担
は
１
億
９
千
１
７
２
万
円
と
な
る

の
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
10
年
間
の
営
業
収
入

か
ら
必
要
経
費
（
公
社
分
）
を
差
し

引
い
た
金
額
は
、
約
２
億
８
千
万
円

と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
村
の
収
入
と

な
り
、
福
祉
や
教
育
、
建
設
整
備
、

行
政
運
営
な
ど
の
む
ら
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

花
の
駅
農
産
物
直
売
組
合
に
は
、

１
２
２
人
の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
売
上
は
年
々
伸
び
て
い
て
、
昨

年
は
、
１
千
９
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
は
、
だ
れ
で

も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
村
農
林
建
設
課
（
５

８
・
２
１
１
３
）
か
、
花
の
駅
（
２
０
・

７
１
１
１
）
へ

　　

花
の
駅
の
入
浴
料
は
通
常
６
０
０

円
を
村
民
４
０
０
円
に
割
引
で
す
。

村
民
割
引
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
回
数
多
く
ご
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
は
、
お
得
な
パ
ス
ポ
ー
ト

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
３
か
月
券
４
千
６
８
０
円
、

６
か
月
券
８
千
４
０
０
円
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
村
内
の
宿
泊
施
設
や
、

ス
キ
ー
場
な
ど
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

１
０
０
円
割
引
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

宿
泊
の
お
客
様
な
ど
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
　

　

１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
花
の
駅
は
こ
れ

か
ら
も
常
に
設
立
の
目
的
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
片
品
村
の
発
展
と
片

品
村
民
の
生
活
向
上
の
た
め
に
、
全

力
投
球
で
事
業
運
営
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う
か
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

施
設
の
目
的

実
質
的
な
建
設
費
は

運
営
の
方
法

地
域
住
民
と
と
も
に

売
上
伸
び
る
直
売
所

村
民
に
各
種
の
割
引

今
後
も
全
力
投
球
で

●建設費　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

 項　　目　　 金　額　 交付税算入率    村の実質負担金

国等の補助金

過疎対策債

補正予算債

村単独費

　　計

414,250

208,000

149,000

 99,520

870,770

－

70%

80%

－

－

　　　0

 62,400

 29,800

 99,520

191,720

平
成
10
年
７
月
号

　

広
報
か
た
し
な
原
文
を
掲
載

花の駅玄関横で開かれている農産物直売所

花の駅
・
片品
花咲の湯

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
10
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
常
に
地
域
住
民
と
公
共
施
設
の
関
係

を
大
事
に
、
観
光
農
業
の
振
興
や
地
域
住

民
の
活
動
拠
点
と
し
て
施
設
の
意
義
を
捉

え
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
施
設
運
営
に

当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

お
陰
さ
ま
で
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
は
、

村
民
と
外
部
か
ら
の
お
客
様
を
合
わ
せ

て
、
延
べ
１
７
４
万
人
に
及
び
ま
す
。

　

施
設
は
、
公
社
設
立
に
当
た
っ
て
花
咲

地
区
全
戸
に
出
資
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
接
点
が
多

く
、
住
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
運
営

面
で
の
協
働
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
村
づ

く
り
も
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
は
「
公
共
の
日
帰
り
温
泉
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
外

か
ら
来
る
人
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」

「
片
品
村
の
玄
関
口
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
を
呼
び
込
み
た
い
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

村内・村外はもとより
県外からの利用者も多
い花の駅

▲

▲

接ぎ木した桜の苗木を
移植する地域の皆さん
（右）と４月26日鯉の
ぼりの取り付け作業を
する皆さん（左）

利
用
者
の
声
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広 報 か た し な        H21 . 05

教育・生涯学習

09 広 報 か た し な        H21 .05

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
一
年
四
月
俳
句
会

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

食堂かたつむり
ポプラ社：小川　　糸

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

教育委員会　6 月の諸行事

図 書 室 カレンダー   6 月

月 火 水 木 金 土日

☆生涯学習・社会体育関係
・壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会ﾘｰｸﾞ戦
・村民･区対抗ゴルフ大会
・社会人野球大会ﾘｰｸﾞ戦
・体協長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
・むかし話と読み聞かせ
　
・ロボットづくりに挑戦しよう 
・県夏季ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
　　　　　　　　　　
☆学校関係
・片品教育研究会総会
　　　　　
◇片小 
・尾瀬学習 (5 年生 )　　　　　   
・授業参観
・避難訓練 ( 不審者想定 )
・校外学習 (1･2 年生 )
・救命法講習会･PTA 球技大会
・校外学習 (3 年生 ) 
・学校保健委員会①
・校外学習 (4 年生 )
　学年・学級懇談会は、高学年９日（火）、低学年１１日

（木）の予定です。ご協力くださいますようお願いいたし
ます。
◇北小 
・尾瀬情報ｾﾝﾀｰ見学 (3 ～ 6年生 )
・給食試食会 (1 年生保護者 )
・プール開き･学校保健委員会 
・遠足 (1･2 年生 )
・学校公開日・校庭除草・救急法講習会
・尾瀬現地学習 
　今年も尾瀬学習が始まります。保護者や地域の方々、
尾瀬高校には大変お世話になりますが、よろしくお願い
します。 
◇南小
・健全育成美化活動
・プール開き
・全校遠足 ( 武尊山 ) 
・PTA 奉仕活動①
・学校保健委員会①
　全校遠足で、今年は武尊山に登ります。児童の安全確
保のため、保護者の方にも何人か付きそいをお願いした
いと思います。
◇武尊根小
・文章教室
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ交流会①
・プール開き 
・学校保健委員会①
・読み聞かせ
・日曜参観
・振替休業日
　第１回のグラウンドゴルフ交流会を開催します。2 区
のみなさんの多数のご参加をお待ちしています。
◇片中
・環境奉仕日③
・郡市中体連陸上大会 
・学校保健委員会
・高校見学 (3 年生 )
・校内マラソン大会
　PTA 親子ふれあい環境整備
・文化財めぐり (1 年生 )
　マラソン大会での生徒への声援よろしくお願いいたし
ます。（午前中に実施予定）

1 日 ( 月 ) ～
2 日 ( 火 )
15 日 ( 月 )
 18 日 ( 木 )
19 日 ( 金 )

　（中央公民館図書室 15:30 より）　　　　　　　　　
20 日 ( 土 )

　　　　　　　　　北部予選 26 日 ( 金 )

　　　　　( お弁当の日 )　　　　　2日 ( 火 )

 5 日 ( 金 )
9 日 ( 火 ) ～ 11 日 ( 木 )

18 日 ( 木 )
19 日 ( 金 )
 20 日 ( 土 )
26 日 ( 金 )
29 日 ( 月 )
30 日 ( 火 )

 
1 日 ( 月 )
 3 日 ( 水 )
 10 日 ( 水 )
 11 日 ( 木 )

　　　　　18 日 ( 木 )
 25 日 ( 木 )･26 日 ( 金 )

 　

  
 

 6 日 ( 土 )
10 日 ( 水 )
24 日 ( 水 )
26 日 ( 金 )
 29 日 ( 月 )

　

５日 ( 金 )
11 日 ( 木 )
17 日 ( 水 )
19 日 ( 金 )
26 日 ( 金 )
28 日 ( 日 )
29 日 ( 月 )

　

 2 日 ( 火 )
6 日 ( 土 )
17 日 ( 水 )
18 日 ( 木 )

　19 日 ( 金 )
23 日 ( 火 )

　

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

根
子
岳
の
霧
込
に
合
ふ
春
ス
キ
ー

師
の
句
碑
に
鳥
語
降
る
な
り
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

ま
つ
さ
ら
な
夢
を
鞄
に
入
学
す

生
き
る
と
は
ま
あ
る
く
な
る
事
シ
ャ
ボ

ン
玉

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

日
を
溜
め
て
初
蝶
憩
う
石
畳

草
萌
を
喰
む
羚
羊
の
角
小
し

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

く
ず
り
ん
ご
婆
の
出
を
待
つ
庭
の
鵯

木
蓮
の
銀
の
芽
天
指
す
彼
岸
基
地

　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

ふ
き
を
つ
む
瀬
音
高
ま
る
水
車
あ
と

梅
咲
い
て
初
音
静
や
か
山
の
宿

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明　

ヒ
ロ
子

今
朝
あ
た
り
初
音
聞
か
む
と
耳
す
ま
す

美
智
子
妃
の
半
世
紀
の
春
安
ら
か
に

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

ト
ミ
エ

朝
日
あ
び
光
り
か
が
や
く
ク
ロ
ッ
カ
ス

合
格
の
う
れ
し
き
電
話
孫
の
声

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

へ
ば
り
つ
く
タ
ン
ポ
ポ
風
が
元
気
づ
け

春
来
た
る
父
母
の
在
所
の
薬
屋
さ
ん

　大切な思い出の品全てを、恋人にもち去られ、傷心で一度
すてたふる里に戻り食堂をはじめた倫子。そこでの出会い、
そして作る料理が徐々にすべてを変え、なにげないことから
教えられる「大切な何か」素直な心になる事を教えてくれる
一冊です。

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

7

14

21

28
　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井　

亜
作
枝

凱
旋
の
野
球
戦
士
よ
初
桜

畦
道
の
小
流
れ
春
の
曲
奏
で

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原　

キ
ヨ
子

眠
り
か
ら
草
木
芽
吹
き
て
物
静
か

野
甘
草
Ｖ
字
重
な
り
背
丈
伸
ぶ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

福
寿
草
廃
屋
の
庭
静
か
咲

ピ
カ
ピ
カ
の
園
児
の
匂
い
親
子
連
れ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

う
ら
ら
か
な
夕
日
の
向
こ
う
夢
を
抱
き

老
い
て
又
こ
れ
か
ら
が
よ
し
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

背
丈
伸
び
孫
高
校
え
入
学
す

行
商
の
花
鉢
老
爺
皺
の
笑
み

◆
新
人
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

半
袖
と
長
袖
並
べ
て
空
を
見
る

（
三
寒
四
温
の
季
節
を
巧
く
表
現
し
ま

し
た
）

入
学
式
ズ
ボ
ン
が
ほ
し
い
み
ぞ
れ
雪

（
入
学
式
は
春
で
す
が
こ
の
片
品
に
は

冬
が
残
っ
て
い
ま
す
。
季
節
感
が
よ
く

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
）

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

読
み
聞
か
せ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
14
日(

火)

・
22
日(

水)

の

２
回
、
改
装
さ
れ
た
中
央
公
民
館
図

書
室
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
群
馬
県
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
か
ら
寺
澤
敬
子

先
生
ほ
か
役
員
の
方
々
を
お
招
き
し

ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
本
の
選
び
方
・
持

ち
方
・
読
み
方
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
心
を
と
ら
え
る
わ
ら
べ
う
た
な

ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
第
２
日
目

は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実
際
に

読
み
聞
か
せ
を
し
合
い
な
が
ら
、
読

み
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
後
半
に
は
、
来
館
し
た

子
ど
も
た
ち
に
寺
澤
先
生
が
実
際
に

読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
も
、
子
ど
も

の
気
持
ち
や
反
応
を
感
じ
な
が
ら
研

修
を
進
め
ら
れ
て
、
と
て
も
よ
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。　

今
回
研

修
に
参
加
さ
れ
た
方
々
を
中
心
に
、

中
央
公
民
館
図
書
室
に
お
い
て
、
月

１
回
、
第
３
金
曜
日
の
午
後
３
時
30

分
か
ら
、「
む
か
し
話
と
読
み
聞
か
せ

の
会
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
５
月
は
15
日(

金)

、
６
月
は

19
日(

金)

で
す
。
多
く
の
方
々
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
に
協
力
し
て

く
だ
さ
る
方
を
、
今
後
も
募
集
い
た

し
ま
す
。　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

グループごとの活動

 研修会のようす

ふ
る
さ
と
片
品
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

桜
の
花
が
開
き
始
め
、
ア
ヤ

メ
平
の
残
雪
を
背
景
に
桜
の
花

び
ら
の
な
か
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
姿
は
絵
の
よ
う
で
す
。
花

と
緑
の
美
し
い
季
節
が
片
品
に

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
末
の
人
事
異
動
で
片
品

村
の
小
中
学
校
で
も
多
く
の
先

生
方
の
転
出
入
が
あ
り
ま
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
村
の
離
退
任
式

で
片
品
村
を
離
れ
る
先
生
方
が
、

片
品
村
の
豊
か
な
自
然
と
温
か

い
地
域
・
保
護
者
に
恵
ま
れ
て

素
直
な
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

当
た
れ
た
幸
せ
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

片
品
村
の
四
つ
の
小
学
校
は
、

ど
の
学
校
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
学
校
行
事

や
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
行

事
で
学
校
を
訪
れ
る
と
、
生
徒

た
ち
が
元
気
に
挨
拶
し
、
礼
儀

正
し
く
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

片
中
文
化
の
日
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
「
か
た
し
な
」

を
歌
う
中
学
生
の
一
生
懸
命
な

片
品
北
小
学
校
長　

青
木　

美
穂
子
（
村
校
長
会
長
）

姿
は
、
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
片
品
を
心
か
ら
誇

り
に
思
い
、
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
片
品

な
ら
で
は
の
教
育
活
動
は
地
域
・

保
護
者
の
方
々
と
の
連
携
な
し

に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

本
年
度
も
片
品
の
各
校
で
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。
片
品

小
学
校
は
文
部
科

学
省
の
指
定
を
受

け
「
外
国
語
」
の

実
践
研
究
に
取
り

組
み
、
北
小
学
校

は
群
馬
県
教
育
研

究
会
生
活
科
・
総

合
的
な
学
習
の
時

間
研
究
協
議
会
の

会
場
校
と
し
て
授

業
公
開
を
し
ま
す
。

中
学
校
は
片
品
村

教
育
研
究
会
で
中

高
連
携
の
授
業
公

開
を
し
、
南
小
学

校
は
修
学
旅
行
や

交
歓
会
の
当
番
校

と
し
て
、
武
尊
根
小
学
校
は
へ

き
地
教
育
セ
ン
タ
ー
の
常
任
理

事
校
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
片
品

を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
課

題
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
年
度
も
地
域
・
保
護
者

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尾瀬学習発表会
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　児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給すること
により家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会
を担う児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的にし
ています。 

 

１． 手当の種類（児童手当法上の区分） 
■３歳未満の児童
(1)児童手当
(2)特例給付（法附則第６条給付）
　所得制限により児童手当を受けられないサラリーマン（厚生年
金に加入している方）等の特例として、所得が一定額未満の場合
に限って、児童手当と同額の給付が支給されます。 
■３歳以上12歳到達後最初の３月31日までの児童（小学校修了
　前の児童）
(3)小学校修了前特例給付（法附則第７条給付）
　３歳未満の児童の児童手当に相当します。 
(4)小学校修了前特例給付（法附則第８条給付）
　３歳未満の児童の特例給付（法附則第６条給付）に相当します。 
（参考）
■３歳未満の児童

児 童 手 当 と は

児童手当制度の目的

児童手当制度のしくみ

２． 支給対象 
 　児童手当等は、12歳到達後最初の３月31日までの間にある児
童（小学校修了前の児童）を養育している方に支給されます。ただ
し、前年（１月から５月までの月分の手当については前々年）の所
得が所得制限限度額以上の場合には、児童手当等は支給されま
せん。  
 
３． 支給額 
　○ ０～３歳未満　一律 10,000円 （月額） 
　○ ３歳～小学校修了前まで   
 　第１子 5,000円 （月額） 
 　第２子 5,000円 （月額） 
 　第３子以降 10,000円 （月額） 

４． 支払時期 
 　児童手当等は、原則として、毎年２月、６月、 10月に、 それぞれ
の前月分までが支給されます。  

５． 所得制限限度額 
　所得には一定の控除があります。また、所得制限限度額は年に
よって変更されることがありますので、詳しくは市区町村の窓口へ
お問い合せください。

(1)児童手当 

 (3)小学校修了前特例給付
　（法附則第７条給付） 

（国民年金加入者） 　（厚生年金等加入者） 

(1)児童手当 
(2)特例給付（法附則第６条給付）

■３歳以上小学校修了前の児童
　　（国民年金加入者） 　　　　（厚生年金等加入者）

(3)小学校修了前特例給付
　（法附則第７条給付）

(4)小学校修了前特例給付
　（法附則第８条給付） 

はじめに行うこと

続けて手当てを受ける場合

手 続 き 方 法 は

　出生、転入等により新たに受給資格が生じた場合、児童手当等
を受給するには、 市区町村の窓口 （公務員の場合は勤務先） に
「認定請求書」の提出が必要です。　
 
※「 認定請求書」 を提出し、市区町村等の認定を受けなければ、
　児童手当を受ける権利が発生しません。  児童手当等は、認定
　請求をした日の属する月の翌月分から、  支給事由の消滅した
　日の属する月分まで支給されます。  

　なお、転入又は災害などやむを得ない理由により認定請求が
できなかった場合には、そのやむを得ない理由がやんだ後15日
以内に認定請求すれば、転入等の日の属する月の翌月分から支
給されます。 

●認定請求に必要な添付書類等 
健康保険被保険者証の写し等
　請求者が被用者（サラリーマン等）である場合に提出 

児童手当用所得証明書 
　○提出が必要な方
　当該市区町村にその年の１月１日に住所がなかった方（１月
　から５月までの月分の手当の認定請求の場合は、前年の１月
　１日に住所がなかった方） 
　○証明する年
　認定請求日の前年分（１月から５月までは前々年分）　

請求者の銀行等の口座番号など 
　この他、必要に応じて提出する書類があります。 
　　（養育する児童と別居している場合など） 

　添付書類は、認定請求の後日に提出しても良い場合がありま
すので、市区町村の窓口で確認してください。 

　児童手当等を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出し
なければなりません。
　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当等を
引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのものです。
　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられなくなり
ますので、ご注意ください。 

●現況届に必要な添付書類等 
健康保険被保険者証の写し等 
請求者が被用者（サラリーマン等）である場合に提出 

前住所地の市区町村長が発行する児童手当用所得証明書
当該市区町村にその年の１月１日に住所がなかった場合に提出 

この他、必要に応じて提出する書類があります。 

現況届

児童手当制度のご案内

認定請求

お 

し 

ら 

せ

５
月
18
日
〜
24
日
は

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　

片
品
村
を
担
当
し
て
い
る
行
政
相

談
委
員
は
林
聖
子
さ
ん
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談
週
間

の
一
環
と
し
て
、
次
の
内
容
で
特
設

行
政
相
談
所
（
心
配
ご
と
相
談
と
合

同
）
を
開
設
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

５
月
22
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

　

中
央
公
民
館
二
階
会
議
室　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
相
談
所
で
は
役
所
の
仕
事
（

国
・
県
等
）
に
つ
い
て

○
納
得
で
い
き
な
い

○
て
き
ぱ
き
と
や
っ
て
も
ら
え
な
い

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　

等
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

　

総
務
課
☎（
５
８
）
２
１
１
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田
で
は
、
来
春

３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
（
中
学
・

高
校
・
大
学
等
）
を
募
集
す
る
事
業

事
業
主
の
皆
様
へ

主
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
求
人
説
明

会
を
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

新
卒
者
の
募
集
を
予
定
し
て
い
る
事

業
主
の
皆
様
方
は
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

平
成
21
年
６
月
10
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜

●
場　

所　

利
根
沼
田
文
化
会
館

●
問
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田

　

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
８
６
０
９

　

前
橋
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
が
電
話
や
来
庁
で
相
談
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
法
律
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
相
談
窓
口
直
通
電
話

　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
９
５

●
受
付
時
間
・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
（
祝
祭
日

　

除
く
） 相　

　
　

談

無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓
口

試　
　
　

験

税
務
職
員
〔
三
種
〕
採
用
試
験

●
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
書
請
求
先

　

最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）、
関

東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
又
は
人

事
院
関
東
事
務
局
（
配
布
開
始
は
５

月
11
日
（
月
））

●
受
付
期
間　

６
月
23
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　

６
月
30
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

沼
田
税
務
署

　
　
　
　
　

☎（
２
２
）
２
１
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
４
，
６
６
０
円
で
す
。

納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
日（
翌
月
末
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
営
業
日
）
で
す
。

　

十
分
な
所
得
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
保
険
料
を
納

め
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
年
金
法
の

規
定
に
よ
り
、
国
税
徴
収
法
の
例
に

よ
る
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
え
）
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

　
「
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う
」

　

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
起
こ
る
、
急
な
病
気

や
突
然
の
け
が
で
、
呼
吸
が
止
ま
っ
た
！
脈
拍

が
触
れ
な
い
！
出
血
が
止
ま
ら
な
い
！
こ
ん
な

と
き
、
あ
な
た
が
行
う
応
急
手
当
が
そ
の
人
の

生
命
を
救
う
た
め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
で
き
る

よ
う
、AED

を
取
り
入
れ
た
個
人
向
け
普
通
救

命
講
習
会
の
参
加
者
を
一
般
募
集
し
ま
す
。

●
受
講
料　

費
用
は
無
料
（
受
講
者
に
は
講
習

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。）

●
実
施
時
刻　

各
会
場
と
も
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
。（
８
時
30
分
か
ら
受
付
）

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の

「
早
（
は
や
）
割
（
わ
り
）」
が
お
得

で
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
指
定
日

を
納
付
期
限
よ
り
１
か
月
早
め
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
が
１
か
月
当
た

り
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先
は

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

開 催 日  場 所 定 員

第 1 回 6 月 14 日 (日 )  北 消 防 署 10 名

第 2 回 8 月 23 日 (日 )  中 央 消 防 署 20 名

第 3 回 10 月 2 5 日 (日 )  東 消 防 署 10 名

第 4 回 11 月 1 5 日 (日 )  西 消 防 署 10 名

第 5 回 1 月 31 日 (日 )  中 央 消 防 署 20 名

●
申
込
場
所　

各
消
防
署
で
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
受
付
（
電
話
申
込
・
土
・
日

・
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

●
締
め
切
り　

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

事
業
所
、
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人
で

の
講
習
会
は
、
受
講
者
が
数
名
集
ま
れ
ば
、
そ

の
都
度
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
消

防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　　

・
中
央
消
防
署　

☎（
２
４
）
１
７
３
４

　

・
東
消
防
署　
　

☎（
５
６
）
２
３
０
０

　

・
西
消
防
署　
　

☎（
６
４
）
０
０
０
２

　

・
北
消
防
署　
　

☎（
７
２
）
４
３
４
９

☆実施時期・場所
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講　
　
　

習

●
目
的　

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
者
に
対
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
で

あ
る
要
約
筆
記
の
実
技
指
導
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
要
約
筆
記
者
を
養
成

し
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

前
期
課
程　

平
成
21
年
９
月
３
日

（
木
）
〜
平
成
22
年
２
月
25
日
（
木
）

計
23
回
（
た
だ
し
、
12
／
24
、
12
／

31
、
2
／
11
は
除
く
）（
毎
回
木
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

後
期
過
程　

平
成
22
年
度
実
施
予
定

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
１
２
０
０
円
は
自
己
負
担
）

●
対
象
者　

県
内
に
居
住
し
前
期
過

程
を
全
日
程
受
講
し
講
座
修
了
後
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
が
実
施

す
る
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
に
登
録

し
活
動
で
き
る
方
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
前
橋
市
）

　

群
馬
県
聴
覚
障
害
者

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

　

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
３

聴
覚
障
害
者
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

平成21年度片品村職員採用試験の案内
　　片品村総務課１．試験日程等 

試験の種類 申込用紙配付
場所及びび提出先 受付期間 第１次試験日 第１次試験

合格発表日 第２次試験日 最終合格
発表日

第１回統一試験
(大学卒業程度）

片品村役場
総務課

５月１１日(月）
～

６月１９日(金）
７月２６日(日) ８月上旬 ８月下旬 ９月中旬

第２回統一試験
(高校卒業程度）

片品村役場
総務課

７月 ６日(月)
～

８月１４日(金）
９月２０日(日) １０月上旬 １０月下旬 １１月中旬

２２．受受験験資資格格・・採採用用人人員員等等
試験の種類 受験資格 採用人員 採用予定日

第１回統一試験
(大学卒業程度）

昭和57年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた人 で、学校教
育法による大学(短期大学を除く）を卒業した人、又は平成22年3月
31日までに卒業見込みの人

１名 平成22年4月1日

第２回統一試験
(高校卒業程度）

昭和63年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人 １名 平成22年4月1日

●詳しくは役場総務課までお問い合わせください。　ＴＥＬ０２７８－５８－２１１１
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梅
澤　

吉
さ
ん
（
土
出
）

平成 20年度　国保税第 12期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 村全体（国保税）

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

な
り
、
昭
和
46
年
、
35
歳
の
時
に
ゴ

ル
フ
と
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。
練
習

も
さ
な
が
ら
、
身
体
能
力
の
高
い
梅

澤
さ
ん
は
、
人
一
倍
上
達
も
早
く
、

51
年
か
ら
３
年
間
新
潟
オ
ー
プ
ン
や

福
島
オ
ー
プ
ン
に
出
場
し
て
い
た
ほ

ど
で
す
。

　

当
時
は
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
に
も
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

ゴ
ル
フ
と
は
フ
ォ
ー
ム
が
違
う
た
め

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
は
せ
ず
試
合

に
出
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

公
式
戦
で
の
優
勝
は
、
平
成
10
年

の
群
馬
県
シ
ニ
ア
選
手
権
60
歳
代
の

部
、
昨
年
の
同
70
歳
代
の
部
。
平
成

16
年
の
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権

で
す
。

　

こ
の
市
町
村
対
抗
は
長
男
、
吉
朗

さ
ん
、
萩
原
裕
文
さ
ん
（
土
出
）
と

３
人
で
力
を
出
し
切
り
、
競
技
人
口

な
ど
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
市
や

町
を
相
手
に
初
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
40
年
続
け
て
き
て
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
６
回
達
成
し
、
内
３
回
は
最

近
の
４
年
の
こ
と
、
毎
日
戸
倉
ま
で

歩
く
な
か
、
縁
石
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
磨
い
て
い
る
と
聞
く
と
う
な
づ
け

ま
す
。

　

３
人
の
選
手
を
引
率
し
監
督
と
し

て
出
場
し
た
平
成
13
年
の
国
民
体
育

大
会
で
は
、
見
事
初
優
勝
を
群
馬
県

に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
表
彰
式
会
場

か
ら
急
遽
、
秋
保
温
泉
の
宿
を
取
っ

て
も
ら
い
４
人
で
偉
業
を
称
え
合
っ

た
の
も
思
い
出
の
一
つ
。

　

現
在
は
県
ゴ
ル
フ
連
盟
競
技
力
向

上
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
チ
に
あ
り
、

国
体
関
東
予
選
会
の
設
定
や
選
手
強

化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

※

「
家
族
の
協
力
無
く
し
て
成
績
は
残

せ
な
か
っ
た
。
た
だ
た
だ
感
謝
し
か

な
い
」
と
梅
澤
さ
ん
。　

　

今
後
も
お
体
に
留
意
さ
れ
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
願
わ
く
ば「
国

体
２
回
目
の
優
勝
」
を
片
品
の
選
手

で
!!

思い出の写真を眺めながら
話してくれた梅澤さん

（平成２１年　４月１３日現在）

　

こ
の
同
好
会
の
発
足
は
、
平
成

10
年
度
の
保
健
事
業
で
エ
ア
ロ
ビ

ッ
ク
ス
教
室
が
１
年
間
行
わ
れ
、

単
年
度
事
業
で
終
了
。
村
か
ら
の

助
言
も
あ
り
、
有
志
で
結
成
し
ま

し
た
。

今
年
度
で
ち
ょ
う
ど
10
年
を
迎
え

ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
と
聞
く
と
ハ

ー
ド
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
は
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
も
含
め
て
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
有
酸
素
運
動
で
楽
し
く

行
い
ま
す
。
運
動
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
も
皆
さ
ん
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　　
「
冬
も
夏
も
よ
い
汗
で
ス
ト
レ
ス

解
消
。
さ
わ
や
か
な
満
足
感
が
残

り
ま
す
。」「
い
い
汗
を
流
す
こ
と

が
出
来
、
お
い
し
い
ビ
ー
ル
！
こ

れ
ぞ
至
福
の
時
で
す
」「
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
始
め
た
と
こ
ろ
、
心

も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、

気
づ
く
と
10
年
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。
継
続
は
力
な
り
を
モ
ッ
ト

ー
に
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
」

「
ス
ト
レ
ッ
チ
が
気
持
ち
よ
く
、
か

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
同
好
会
紹
介

保 

健 

だ 

よ 

り

【
参
加
者
か
ら
の
ひ
と
言
】

ら
だ
の
歪
み
が
治
る
感
じ
が
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
」「
も
う
少
し
大

勢
で
楽
し
み
た
い
の
で
気
軽
に
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
」「
人
に
つ

い
て
行
け
な
く
て
も
真
似
を
す
る

だ
け
で
い
い
、
汗
を
い
っ
ぱ
い
か

い
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
後
は
、

気
持
ち
が
い
い
で
す
。」

　
「
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
気
持
ち
よ

く
み
ん
な
で
や
っ
て
い
ま
す
。」

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

○
日　

時　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

○
場　

所

　

東
小
川
体
育
館(

春
夏
秋
季)

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー(

冬
季)

○
参
加
費　

１
回　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
橋
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
県
男

子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
選
手
権
で
見
事

初
優
勝
し
た
梅
澤
吉
さ
ん
で
す
。

　

梅
澤
さ
ん
は
昭
和
11
年
に
生
ま
れ
、

中
学
校
卒
業
と
同
時
に
家
業
の
農
業

と
大
工
に
就
き
ま
し
た
。
父
親
が
高

齢
だ
っ
た
た
め
一
家
の
大
黒
柱
と
な

り
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

当
時
、
人
気
の
ス
キ
ー
も
16
歳
で

２
級
を
取
得
す
る
も
ゆ
と
り
が
な
か

っ
た
た
め
大
会
な
ど
出
場
は
断
念
し

た
そ
う
で
す
。

　

型
枠
大
工
と
し
て
働
い
て
い
た
時
、

東
京
電
力
の
一
級
建
築
士
か
ら
資
格

取
得
を
勧
め
ら
れ
、
４
年
勉
強
し
て

２
級
建
築
士
に
合
格
し
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
41
年
か
ら
梅
澤
建
築
と
し
て

独
立
し
夢
中
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い

く
う
ち
に
、
時
間
を
作
れ
る
よ
う
に

秋保温泉で若女将が詠ん
だ色紙。お祝いに活け作
りも差し入れてくれた。




